
連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済

生協連・住宅生協・労働基金・県勤労協・県高齢退職者連合

総
会
は
、
瀧
澤
副
理
事
長
の
開
会
挨
拶
の

後
、
議
長
に
連
合
長
野
の
峯
村
英
次
代
議
員

を
選
出
し
、
議
事
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
近
藤
理
事
長
が
「
生
活
あ
ん
し
ん

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
は
、
３
期
６
年
計
画
の

丁
度
中
間
点
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
今
ま

で
取
り
組
ん
だ
成
果
と
反
省
を
ふ
ま
え
、
一

歩
ず
つ
着
実
に
、
前
に
進
め
た
い
。」
と
挨

拶
。ま

た
、
来
賓
で
は
、
長
野
県
知
事
村
井
仁

氏
、
長
野
労
働
局
長
小
池
國
光
氏
か
ら
ご
挨

拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
、
竹
元
事
務
局
長
か
ら
活
動
報

告
・
決
算
報
告
が
さ
れ
、
い
ず
れ
も
報
告
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
青
木
専
務
理
事
か
ら
２
０
０
９

年
度
活
動
方
針
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

百
年
に
一
度
の
大
不
況
と
い
わ
れ
る
経
済
危

機
の
あ
お
り
を
受
け
、
失
業
者
が
急
増
し
、

長
野
県
も
過
去
最
悪
の
離
職
者
増
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
認
識
の
中
、

県
労
福
協
は
労
働
団
体
・
労
働
者
福
祉
事
業

団
体
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
と
の
連
携
の
中
か

ら
、
相
互
の
力
を
結
集
し
全
て
の
勤
労
者
と

そ
の
家
族
の
生
活
の
場
で

あ
る
地
域
に
、「
安
全
・
安

心
・
安
定
」
を
目
指
す
福

祉
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

を
張
り
巡
ら
す
た
め
、
”
生

活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

“
を
活
動
の
中
核

に
置
き
、
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
確

認
し
、
活
動
方
針
に
つ
い

て
は
採
択
の
結
果
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
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生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
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で
希
望
の
持
て
る
社
会
に
！

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
希
望
の
持
て
る
社
会
に
！

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
希
望
の
持
て
る
社
会
に
！

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
希
望
の
持
て
る
社
会
に
！

生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
で
希
望
の
持
て
る
社
会
に
！

〜
県
労
福
協
が
節
目
の
第
50
回
定
期
総
会
開
催
〜

近藤理事長あいさつ

県
労
福
協
は
、６
月
19
日
第
50
回
定
期
総
会
を
長
野
市
サ
ン
パ
ル
テ
山
王
で
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
代
議
員
・
特
別
代
議
員
60
名
を
は
じ
め
、
来
賓
、
役
員
合
わ
せ
１
０
０
名
が
出
席
。

初
め
に
２
０
０
８
年
度
活
動
・
決
算
・
監
査
報
告
、
つ
づ
い
て
２
０
０
９
年
度
活
動
方
針
・
創

立
50
周
年
記
念
事
業
の
取
組
み
・
予
算
案
の
決
定
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

県労福協創立50周年記念行事の取り組み

　県労福協50周年記念行事（素案）については、県労福協が設立50周年の節

目の年に、50年の活動の歩みを振り返り、その反省と課題から、新しい時代

に対応できる「生活あんしんネットワーク事業」の充実を図り、労働福祉団

体としての、更なる活動を展開する。

　具体的な取り組みとして

１. 創立50周年記念誌や、活動紹介のDVD、くらし相談事例集等の発行。

２. 労福協50周年記念式典・レセプションは結成日である2010年11月30日（木）

　  長野市で検討する。

３. 福祉・環境問題・社会貢献活動としてボランティア活動、福祉マップ等の作成。

４. 参加者実費負担による、国内外記念視察交流研修等。

５. 宣伝活動として、壁新聞・チラシ・ロゴマークの発行・キャラクター募集を行う。

2009年度 役員名簿
役 職 名

理 事 長

副理事長

専務理事

理 事

会計監査

氏　　　名

近　藤　　　光

瀧　澤　一　夫

飯　田　敬　次

青　木　正　照

高　松　和　夫

竹　澤　昭　彦

喜　多　英　之

菅　田　敏　夫

北　原　和　則

石　原　直　登

小　松　由　人

池　内　徳　男

山　越　敏　雄

三　井　正　二

大　井　友　夫

中　山　千　弘

三　好　雅　彦

滝　沢　広　重

根　橋　美津人

市　川　育　雄

宮　沢　健　二

選 出 団 体

連 合 長 野

労 働 金 庫

全 労 済

連 合 長 野

連 合 長 野

連 合 長 野

県 労 組 合 議

県 労 連

労 働 金 庫

全 労 済

生 協 連

住 宅 生 協

労 働 基 金

県 勤 労 協

高齢・退職者

北信ブロック

東信ブロック

中信ブロック

南信ブロック

労 働 金 庫

全 労 済

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃
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地区労福協の飛躍を期して…2009年度活動方針地区労福協の飛躍を期して…2009年度活動方針
～各地区労福協定期総会・幹事会より～～各地区労福協定期総会・幹事会より～

木曽地区労福協　＜2009総会・新春交歓会＞
●開催日／2009年１月30日（金）●場所／木曽勤労者福祉センター

①労福協木曽地域セミナーを開催する。
②木曽地区労福協スキー交流会を開催する。
③第80回メーデーを開催する。
④木曽地区労福協ゴルフコンペを開催する。

上小労福協　＜2009第１回幹事会＞
●開催日／2009年５月29日（金）●場所／勤福センター

①上田市との労政懇談会を実施する。
②上小労福協休日相談会を開催する。
③上小労福協まつりを開催する。
④親子・東京ディズニーリゾートツアーを実施する。
⑤生涯サポートセミナーを開催する。
⑥年４回、機関紙「ろうふくきょう」を発行する。

塩尻地区労福協　＜第19定期総会＞
●開催日／2009年５月26日（火）●場所／労金塩尻支店会議室

①ボランティア活動を始めとした諸事情や労働者福祉と市民生活の向
上を求めた市政要求を関係団体と共に取り組む。
②ボランティア活動・バスツアー・スポーツ大会は、未組織勤労者や地域の
人々の参加を募り、多くの皆さんに労福協を理解してもらう。
③県労福協「くらし・なんでも相談ほっとダ
イヤル」の周知に努める。
④労働団体・事業団体・の提携を一層強め、「豊かで、ゆ
とりある福祉社会」を目指した労働者福祉運動を進める。

佐久地区労福協　＜第４回定期総会＞
●開催日／2009年６月26日（金）●場所／小諸コミュニティセンター

①構成団体と協力しながら、セカンドライフセミナーを開催する。
②勤労者体育大会地区予選の盛り上げや、
青年女性交流会について参画していく。
③勤労者フェスティバルを開催し、地域に
根付くイベントとして確立させたい。
④労働団体・事業団体による自治体への
提言活動に加わる。
⑤勤労者ＳＣ・互助会・共済会との連携
を強化していく。
⑥暮らしなんでも相談窓口の充実をはかる。

須高地区労福協　＜第22回定期総会＞
●開催日／2009年７月１日（水）●場所／須坂市第１勤労研修センター

①「生活あんしんネットワーク事業」を中心に、労働者の福祉分野全
般に亘って向上をはかる活動を展開する。
②「後期高齢者医療制度廃止」「ゆきとどいた医療制度確立」「貧困と
格差解消」をめざした活動を進める。
③各企業の従業員互助会などの組織にも加入を呼びかけ、各市町村勤
労者互助会との連携を深める。
④「バスハイク」「親子映画会」「勤労フェスティバル」等のイベントを実施し交流を深める。
⑤「生涯サポートセミナー」を開催する。

安曇野地区労福協　＜第１回定期総会＞
●開催日／2009年７月28日（火）●場所／勇屋会館

①地域の労働者のライフプランを基本テーマに研修会を開催する。
②高金利のローンから低金利の労金ローンへ借り換えを促進する運動
（気付きキャンペーン）を展開する。
③地区労福協構成団体の意見交換や交流を目的に、各組織の福祉活動
の紹介、会社見学形式で実施することを検討する。
④勤労者全体の問題について、自治体との意見交換を通じて、要請活動を展開する。
⑤地域勤労者への情報発信及び余暇支援等を目的としたイベントを、
福祉事業団体と共同開催する。

松本地区労福協　
＜第３回定期総会＞
●開催日／2009年５月29日（金）●場所／松本勤労福祉センター

①「生活あんしんネットワーク事業」推進スケジュールに沿った事業を展開する。
②各事業団体との連携を密にし、各種研修会・セミナー等を開催し、事
業団体の利用促進に努める。
③労働６団体による市政要求（提案）を取りまとめ、市長懇談会を開催する。
④「第38回松本地区勤労者文化祭」を開催する。
⑤３地区労福協及び安曇野地区による勤労者体育大会中信地区大会を実施する。
⑥松本市における各種審議会委員につき、構成団体と調整し、引き続き
担当委員を選出する。

飯田地区労福協　＜第７回定期総会＞
●開催日／2009年６月26日（金）●場所／飯田勤労福祉センター

①「飯伊勤労者体育大会」や「飯伊勤労者ソフトボール大会」を開催する。
②生涯サポート研修会等の各種研修会を
開催する。
③労福協の知名度アップのために、飯田地区労
福協として「飯田りんごん」へ参加していく。
④第12回勤労者まつりは、共催団体とし
て参加、協力する。
⑤引き続き組織強化に向けた体制作りを
進めていく。

大北地区労福協　＜第14回定期総会＞
●開催日／2009年６月29日（月）●場所／大町市総合福祉センター

①労働会館の管理指定業務について、労働会館の健全経営を含め、責任ある管理運営に努める。
②労働者が健全・安心・安全な生活を送るための、ライフセミナーの課題別開催に努める。
③労働団体、福祉事業団体、行政、互助会が相互に協力しながら、組織
労働者だけでなく未組織労働者、地域市町村民へも参加を募るべく周
知方法の創意工夫に努める。
④各構成団体との情報交換及び交流をしながら、労働者福祉向上に向け
た情報誌の発行に努める。

上伊那地区労福協　＜2009年度定期総会＞
●開催日／2009年７月27日（月）●場所／ウエストパーク管理センター

①参加型・課題解決型の運動・活動への転換に向けて検討する。
②一人ひとりにスポットライトを当てる運動への転換を目指していく。
③勤労者福祉運動をアピールするため、恒例の「労福協まつり」を開催する。
④労働者福祉向上について自治体へ提言をしていく。
⑤若い活動家の育成・成長支援について検討していく。
⑥退職者・高齢者との連携・支援の活動について検討していく。
⑦広報・ＰＲ活動の充実・強化をはかっていく。

北信地区労福協　＜2009年度定期総会・８月開催予定＞
①地域の勤労者のライフプランの手助けのため、年金・多重債務・介
護などの研修会を開催する。
②機関紙の定期発行に努めると共に、広く市民に労福協の活動を知って
もらうために、新聞広告などの活動を推進する。
③勤労者全体が一体となって取り組める政策を立案し、自治体への要請
活動を展開する。
④勤労者の交流と地区労福協のＰＲ活動の一環として、勤労者フェステ
ィバルの実施に努力する。
⑤NPOやボランティア団体と情報交換などの連携をはかる。

松本地区労福協

飯田地区労福協

長野地区労福協　
＜第27回定期総会＞
●開催日／2009年６月25日（木）
●場所／サンパルテ山王

①独自の「福祉相談ダイヤル」の周知に努め一般市民の利用拡大を図る。
②「囲碁・将棋大会」「地区勤労者体育大会」「親子ふれあい企画」「良
きパートナーを探そう」等の事業を継続する。
③老後の豊かな人生設計の一助とするために「生涯生活サポート研修会」を開催する。
④福祉活動の共助として「車いす貸出し事業」を継続する。
⑤構成組織の推薦議員等の協力を得て、労働者福祉に関する政策・制度要求の実現をめざす。

長野地区労福協

佐久地区労福協
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６
月
２
日(

火)

、
メ
ル
パ
ル
ク
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ａ
Ｎ
Ｏ(
長
野
市)

に
お
い
て
長
野
県

生
活
協
同
組
合
連
合
会
の
「
第
58
回
通

常
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
三
澤

和
人
議
長
（
双
葉
生
協
）
の
議
事
進
行

の
下
、
清
水
邦
明
会
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
県
企
画
部
望
月
部
長
、
Ｊ
Ａ
長
野

中
央
会
矢
澤
専
務
、
県
消
団
連
北
條
会

長
、
県
労

福
協
青
木

専
務
の
来

賓
挨
拶
が

あ
り
ま
し

た
。
提
案

に
続
く
議

案
審
議
で

は
、
７
つ

の
議
案
す

べ
て
が
賛

成
多
数
で

承
認
さ
れ

ま
し
た
。

長
野
県
住
宅
生
協
は
、
６
月
19
日
に

長
野
市
岡
田
町
「
サ
ン
パ
ル
テ
山
王
」

に
於
い
て
第
28
回
通
常
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
総
会
に
は
代
議
員
を
は
じ
め
、

来
賓
、
役
員
１
１
４
名
が
出
席
し
ま
し

た
。議

長
に

Ｊ
Ａ
Ｍ
甲

信
の
桜
井

代
議
員
を

選
出
し
、

議
事
が
進

め
ら
れ
ま

し
た
。
冒

頭
、
種
山

理

事

長

が
、
「
昨

年
秋
以
来

厳
し
い
経

済
情
勢
が
継
続
し
て
い
る
。
政
府
は
景

気
底
打
ち
宣
言
を
行
な
っ
た
が
、
実
態

と
し
て
復
調
し
て
い
る
実
感
は
な
い
。

住
宅
生
協
は
大
変
厳
し
い
環
境
の
中
、

一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
厳

し
い
結
果
と
な
っ
た
。
組
合
員
の
皆
様

に
は
、
今
後
各
組
織
に
て
宣
伝
活
動
等

し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
の
住
宅
生

協
の
運
営
に
つ
い
て
、「
基
本
課
題
検
討

委
員
会
」
を
立
ち
上
げ
一
定
の
方
向
を

出
し
た
。
今
後
引
き
続
き
検
討
し
具
体

化
し
て
い
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

議
事
は
、
池
内
常
勤
理
事
よ
り
事
業

報
告
・
決
算
報
告
が
さ
れ
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

２
０
０
９
年
度
事
業
・
活
動
方
針
①

勤
労
者
に
優
良
な
住
宅
を
提
供
す
る
と

共
に
、
円
滑
で
、
安
定
的
な
事
業
運
営

に
努
め
る
。
②
新
規
事
業
用
に
「
安

心
・
安
全
・
低
廉
」
な
住
宅
用
地
を
取

得
、
提
供
す
る
。
等
に
つ
い
て
、
小
林

副
理
事
長
が
提
案
し
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。又

、「
役
員
辞
任
に
よ
る
補
充
」
も
提

案
さ
れ
、
理
事
長
を
含
む
３
人
の
理
事

の
退
任
と
、
３
人
の
新
理
事
の
就
任
が

承
認
さ
れ
、
永
田
正
則
理
事
が
新
理
事

長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

長
野
県
労
働
金
庫
は
、
６
月
23
日
に

第
60
回
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

総
会
に
は
代
議
員
を
は
じ
め
、
来
賓
、

役
員
合
わ
せ
て
２
２
６
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

議
長
に
横
内
理
事
を
選
出
し
、
審
議

に
入
り
ま
し
た
。

冒
頭
、
瀧
澤
理
事
長
よ
り
経
済
状
況

お
よ
び
08
年
度
の
主
要
勘
定
等
の
報
告

と
今
後
の
課
題
提
起
、
さ
ら
に
労
金
の

全
国
合
併
に
つ
い
て
「
全
店
で
の
運
営

委
員
会
、
臨
時
会
員
代
表
者
会
議
さ
ら

に
は
労
働
団
体
、
産
別
会
員
な
ど
で
討

議
を
行
い
、
様
々
な
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
。
合
併
の
最
終
判
断
は
２
０
１
１

年
６
月
の
通
常
総
会
と
な
る
が
、
本
日

方
向
を
示
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い
よ
い

よ
合
併
準
備
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
日

本
労
金
設
立
に
向
け
て
歩
み
始
め
る
こ

と
に
な
る
。」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
、
寺
澤
長

野
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課
長
、
県

労
福
協
近
藤
理
事
長
か
ら
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
北
原
専
務
理
事
よ
り
平
成
20

年
度
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件
に
つ
い

て
報
告
お
よ
び
提
案
と
、
合
併
準
備
委

員
会
へ
参
画
の
件
に
つ
い
て
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
市
川
常
務
理
事
か
ら

は
、
中
期
経
営
３
か
年
計
画
及
び
平
成

21
年
度
事
業
計
画
承
認
の
件
に
つ
い
て

提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
か
ら
第
６
号
議
案
ま
で

審
議
さ
れ
、
質
疑
応
答
の
後
、
満
場
一

致
で
す
べ
て
議
案
が
承
認
さ
れ
、
健
全

な
経
営
体
質
に
よ
り
良
質
で
安
全
な
金

融
サ
ー
ビ
ス
を
持
続
的
に
提
供
し
続
け

る
こ
と
、
ま
た
会
員
・
勤
労
者
と
と
も

に
成
長
し
、
地
域
社
会
に
お
け
る
役
割

と
責
任
を
着
実
に
果
た
す
こ
と
を
確
認

し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

県
生
協
連

第
58
回
通
常
総
会
開
催

長
野
県
住
宅
生
協

第
28
回
通
常
総
会
開
催

長
野
県
労
働
金
庫

第
60
回
通
常
総
会
開
催

議案提案の様子

新役員あいさつを聴く参加者

瀧澤理事長あいさつ
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（
財
）長
野
県
労
働
者
福
祉
基
金
協
会
（
略

称
・
労
働
基
金
）
は
、
７
月
13
日
に
、
長
野

市
・
ろ
う
き
ん
ビ
ル
に
於
い
て
第
28
回
評
議
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

過
年
度
の
事
業
報
告
で
は
、
長
野
県
と
長
野

県
労
働
金
庫
の
協
調
融
資
制
度
「
勤
労
者
生
活

支
援
緊
急
融
資
制
度
」
を
利
用
し
易
く
す
る
べ

く
保
証
基
準
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
労
働
基
金

は
保
証
機
関
の
日
本
労
信
協
と
損
失
補
償
契
約

を
締
結
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
懸
案
と
な

っ
て
い
る
長
野
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
と
の
統

合
に
向
け
た
「
統
合
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し

そ
の
具
体
的
な
検
討
と
、
昨
年
12
月
か
ら
実
施

さ
れ
た
公
益
法
人
制
度
改
革
に
基
づ
く
労
働
基

金
の
あ
り
方
に
つ
い
て
専
門
家
を
交
え
て
論
議

を
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
は
役
員
改
選
期
に
当
た
り
、
竹

澤
昭
彦
理
事
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
中
山
千
弘

理
事
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

<

平
成
21
年
度
役
員>

理

事

長
　
　
小
泉
　
一
夫

専
務
理
事
　
　
山
越
　
敏
雄

常
務
理
事
　
　
埋
橋
　
哲
也

理
　
　
事
　
　
青
木
　
正
照

理
　
　
事
　
　
中
山
　
千
弘

理
　
　
事
　
　
三
村
　
光
正

理
　
　
事
　
　
若
林
　
　
茂

理
　
　
事
　
　
市
川
　
育
雄

理
　
　
事
　
　
飯
田
　
敬
次

監
　
　
事
　
　
芦
沢
　
　
守

監
　
　
事
　
　
若
林
　
候
孝

全
労
済
長
野
県
本
部
は
、
７
月
30
日
に
第
34

回
通
常
総
代
会
と
長
野
県
労
働
者
生
活
協
同
組

合
第
54
回
通
常
総
代
会
を
代
議
員
１
３
９
名

（
委
任
11
名
）
の
出
席
に
よ
り
開
催
し
ま
し
た
。

議
長
団
に
諏
訪
地
区
の
高
砂
総
代
、
自
動
車

総
連
の
大
谷
総
代
が
選
出
さ
れ
議
題
に
は
い
り

ま
し
た
。
冒
頭
、
飯
田
理
事
長
が
、「
２
０
０

８
年
度
の
事
業
実
績
は
件
数
・
口
数
と
も
期
首

割
れ
を
起
こ
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
資

金
に
つ
い
て
は
出
資
振
り
替
え
に
よ
り
増
資
と

な
り
、
経
常
付
加
掛
金
に
お
い
て
も
全
国
平
均

を
上
回
り
経
営
上
で
は
健
全
な
経
営
を
維
持
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
２
０
０
９
年
度
は
全

労
済
の
中
期
計
画
で
あ
る
業
務
体
系
の
抜
本
的

見
直
し
、
全
国
的
組
織
機
構
お
よ
び
役
員
制
度

の
見
直
し
、
経
費
削
減
を
柱
と
す
る
財
政
基
盤

強
化
基
本
計
画
、
経
営
資
源
配
分
制
度
の
構
築

な
ど
の
方
針
に
従
い
、
県
本
部
事
業
計
画
に
保

障
の
見
直
し
と
対
面
推
進
強
化
、
共
済
代
理
店

な
ど
の
新
た
な
事
業
推
進
チ
ャ
ネ
ル
の
構
築
と

拡
大
を
柱
と
し
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
生

協
法
改
正
に
よ
り
今
年
度
中
に
地
域
推
進
員
の

新
た
な
役
割
を
決
め
て
い
き
ま
す
。
最
後
に
全

労
済
の
理
念
で
あ
る
『
み
ん
な
で
助
け
合
い
安

心
で
き
る
社
会
作
り
』
の
実
現
に
向
け
て
役
職

員
は
組
合
員
の
先
頭
に
立
っ
て
努
力
し
ま
す
。

引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
長
野
県
知
事
代
理

寺
澤
労
働
雇
用
課
長
、
長
野
県
労
福
協
近
藤
理

事
長
か
ら
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議
案
審
議
は
、
長
野
労
済
第
54
回
通
常
総
代

会
を
行
い
、
２
０
０
８
年
度
事
業
報
告
・
剰
余

金
処
分
案
、
２
０
０
９
年
度
事
業
計
画
や
役
員

報
酬
設
定
・
退
任
慰
労
金
支
給
、
規
約
一
部
改

正
、
役
員
選
挙
な
ど
提
案
さ
れ
、
質
疑
応
答
の

後
、
す
べ
て
の
議
案
が
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
引
続
い
て
行
わ
れ
た
全
労
済
長
野
県

本
部
第
34
回
通
常
総
代
会
は
、
長
野
県
本
部
２

０
０
７
年
度
・
２
０
０
８
年
度
（
第
５
期
）
活

動
の
報
告
、
２
０
０
９
年
度
・
２
０
１
０
年
度

活
動
計
画
お
よ
び
事
業
計
画
と
し
て
、
①
協
力

団
体
に
お
け
る
自
主
福
祉
活
動
向
上
の
取
り
組

み
強
化
と
組
合
員
の
可
処
分
所
得
の
向
上
②
共

済
代
理
店
の
推
進
活
動
の
強
化
と
共
済
シ
ョ
ッ

プ
機
能
の
再
整
備
③
新
生
協
法
に
沿
っ
た
事
業

運
営
④
組
合
員
目
線
に
よ
る
業
務
品
質
と
組
合

員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
⑤
安
定
的
な
県
本
部
運
営

を
目
指
し
た
事
業
目
標
の
設
定
と
達
成
お
よ
び

適
切
な
出
資
金
管
理
と
増
資
な
ど
に
つ
い
に
提

案
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
の
後
、
す
べ
て
の

事
案
は
満
場
一

致
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
最
後

に
労
済
運
動
発

展
の
た
め
に
総

代
会
の
事
業
計

画
に
基
づ
き
、

理
事
会
・
職
員

が
一
丸
と
な
っ

て
邁
進
す
る
こ

と
を
確
認
し
て

閉
会
と
な
り
ま

し
た
。

県下から集まった代議員

サラ金の借金が増えて仕事も
手につかない。身に覚えがない
架空請求を受けてしまった。相
続の問題でトラブルになってい
る。誰かに相談したいけどなか
なか話せない…。そんな悩みや
不安を解消するために、相談ア
ドバイザーや専門家が対応しま
す。どうしよう…でもわからな
い。そんな時はひとりで悩まず
に、まずご相談ください。

サラ金・多重債務・自己破産・
ヤミ金融・訴訟・親権問題…等弁護士

県労福協：連合長野・県労組会議・県労連・労働金庫・全労済・生協連・
住宅生協・労働基金・県勤労協・県高齢退職者連合

ƒ0120-39-6029
お電話で
無料相談

相談はフリーダイアル さん きゅー ろ 　 ー 　 ふ 　 く

労福協の

10:00～16:00
毎月第2土曜日 【専門家】

平日 【相談アドバイザー】

相続・贈与・不動産、
各種契約問題…等司法書士

各種年金・健康保険・
雇用保険・労災保険…等

社会保険労務士

国際高齢者年10周年を記念してWHO
ウォークイベントinNAGANOが
開催されます。
ご家族おそろいで参加しましょう。

●日時　2009年10月17日㈯13：30～
　　　　（雨天決行）
●場所　長野市・城山公園

　　※長野市城山公園から、善光寺・中央通り経由で
　　　トイーゴまで、みんなで行進します。
　　※マーチングバンドも一緒に行進します。

お問い合わせは長野県労福協へ　☎（026）232-6667

長野県労福協
ロゴマーク

家族みんなで
参加しようヨ

労働問題・職場
での悩み（セクハラ・
パワハラ等）

県
労
福
協
と
の
統
合
に
向
け
た
検
討
に
入
る

労
働
基
金
評
議
員
会
開
催

全
労
済
長
野
県
本
部
第
34
回
通
常
総
代
会

長
野
県
労
働
者
共
済
生
活
協
同
組
合

第
54
回
通
常
総
代
会
開
催
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09
年
５
月
15
日
に
伊
那
市
「
い
な
っ
せ
」、

７
月
６
日
に
松
本
市
「
中
部
電
力
松
本
営
業

所
」
に
お
い
て
、
早
期
就
職
に
向
け
た
「
就

職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
、
両
会
場
と
も

求
職
者
ら
27
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

長
野
県
内
の
５
月
の
有
効
求
人
倍
率
は

０
・
39
倍
と
過
去
最
低
の
雇
用
情
勢
に
直
面

し
、
特
に
上
伊
那
地
区
は
０
・
27
倍
、
松
本

地
区
は
０
・
37
倍
と
雇
用
環
境
は
極
め
て
厳

し
い
最
悪
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
職
種
に
よ
っ
て
は
人
手
不
足
が

深
刻
化
し
て
お
り
、
再
就
職
を
果
た
す
に
は
、

自
ら
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
、
他
業
種
へ
の
挑

戦
・
仕
事
へ
の
意
欲
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

１．

就
職
活
動
の
準
備
と
し
て
、
情
報
収
集
・

自
己
分
析
の
重
要
性
な
ど
、

２．

応
募
書
類
の
作
成
と
提
出
と
し
て

①
添
え
状
・
挨
拶
状
　

②
履
歴
書
、

③
職
務
歴
書
の
書
き
方
な
ど
、

３．

面
接
の
模
擬
体
験
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
）
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
５
人
１
組
に
な
り
、
実
際
に
求

職
者
・
面
接
官
２
人
・
観
察
２
人
（
面
接
の

様
子
を
側
で
観
察
）
の
役
割
を
順
番
に
体
験

し
ま
す
。

面
接
を
受
け
る
求
職
者
は
緊
張
し
ま
す
が
、

面
接
官
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
求
職
者
を
ど

う
見
る
の
か
、
ま
た
、
面
接
を
横
か
ら
第
三

者
と
し
て
観
察
し
て
ど
う
感
じ
た
の
か
等
を

体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
番
を
迎
え
て
も

慌
て
ず
焦
ら
ず
、
自
信
を
持
っ
て
堂
々
と
し

た
面
接
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

４．

最
後
に
中
部
電
力
で
の
職
場
体
験
実
習
で

は
、
ま
ず
、
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
や
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン

グ
の
説
明
を
聞
き
、
ま
た
実
際
に
地
球
温
暖
化

に
役
立
つ
説
明
や
、
調
理
を
し
な
が
ら
Ｉ
Ｈ
の

機
能
に
つ
い
て
商
品
説
明
を
す
る
と
い
う
体
験

を
し
ま
し
た
。

美
味
し
く
出
来
た
料
理
に
、
み
な
満
足
感
を

得
た
様
子
で
、
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

多
く
の
参
加
者
が
「
普
段
、
体
験
で
き
な
い
こ

と
や
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
参
考
に
な
っ

た
。
今
日
こ
こ
へ
来
て
本
当
に
た
め
に
な
っ
て

良
か
っ
た
…
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
相
談
員
に
よ
る
、
再
就
職
へ
向

け
た
個
別
面
談
を
順
次
行
っ
て
ゆ
き
ま
す
。

早
期
就
職
に
向
け
た「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

★
上
伊
那
地
区
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

★
ジ
ョ
ブ
な
が
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
松
本

熱心に聴き入る求職者

５
月
17
日
、
連
合
長
野
を
は

じ
め
労
福
協
・
労
金
・
労
済
も

含
め
た
働
く
仲
間
が
、
失
業
し

働
き
た
く
て
も
働
く
場
が
な
い

多
く
の
仲
間
た
ち
を
支
援
す
る

た
め
に
、
「
雇
用
と
就
労
・
自

立
支
援
の
た
め
の
、
カ
ン
パ
活

動
」
を
長
野
市
内
の
３
か
所
で
、

市
民
へ
協
力
を
訴
え
ま
し
た
。

連
合
長
野
近
藤
会
長
は
、

「
県
内
の
３
月
の
有
効
求
人
倍

率
は
０
・
47
％
と
過
去
最
低
水

準
、
雇
用
情
勢
は
更
に
厳
し
さ

を
増
す
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
カ
ン
パ
活
動
以
外
の
継
続

的
な
活
動
も
取
組
ん
で
行
き
た

い
」
と
失
業
中
の
働
く
仲
間
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
表
明
し
、
市
民
に
協
力
を
訴

え
ま
し
た
。

い
ま
、
私
達
の
生
活
は
、
１

０
０
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
金

融
危
機
・
経
済
危
機
の
あ
お
り

を
受
け
、
長
野
県
も
深
刻
な
不

況
に
見
舞
わ
れ
、
不
安
定
雇
用

者
で
あ
る
、
臨
時
・
パ
ー
ト
・

派
遣
労
働
者
の
首
切
り
、
更
に

は
正
社
員
の
希
望
退
職
な
ど
に

よ
り
失
業
者
が
急
増
、
極
め
て

深
刻
な
雇
用
情
勢
に
直
面
し
て

い
ま
す
。

現
在
連
合
長
野
や
労
福
協
が

日
常
行
っ
て
い
る
、
「
働
く
者

の
相
談
セ
ン
タ
ー
」
や
「
暮
ら

し
・
な
ん
で
も
相
談
」
に
は
、

「
職
が
な
く
な
っ
て
、
生
活
が

出
来
な
く
な
っ
た
…
」、「
失
業
し
て
、
多
重

債
務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
…
」
な
ど
の
多

く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
働
き
た
く
て
も
働
く
場
が
な
い
、

人
た
ち
を
１
人
で
も
救
お
う
と
連
合
本
部

は
全
国
統
一
ト
ブ
太
カ
ン
パ
街
宣
行
動
を

実
施
、
そ
の
一
環
と
し
て
連
合
長
野
を
中

心
と
す
る
仲
間
が
集
ま
り
「
雇
用
と
就

労
・
自
立
支
援
の
た
め
の
、
善
意
の
カ
ン

パ
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
カ
ン
パ
金
は
、
失
業
の
た
め

苦
し
ん
で
い
る
人
達
へ
の
経
済
的
支
援
、

農
業
・
介
護
・
福
祉
分
野
な
ど
の
雇
用
創

出
、
新
し
い
仕
事
に
就
く
た
め
の
職
業
訓

練
や
能
力
開
発
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
等
の

支
援
な
ど
に
関
わ
る
事
業
の
資
金
支
援
な

ど
、
雇
用
の
確
保
や
自
立
支
援
の
為
の
事

業
に
役
立
て
い
き
ま
す
。

街頭演説する近藤理事長

連
合
の
７
月
22
日
現
在
の
カ
ン
パ
金
は
、
約
一

億
九
千
万
円
集
ま
り
、
す
で
に
雇
用
と
就
労
自
立

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
全
国
の
各
連
合
・
県
労

福
協
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
な
ど
に
助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
野
県
労
福
協
も
「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
事
業
」
の
中
で
、「
失
業
・
離
職
者
支
援
」
の

活
動
と
し
て
就
職
相
談
、
無
料
職
業
紹
介
な
ど

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
第
三
期
助
成

事
業
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

無
料
職
業
紹
介
事
業

働きたくても働けない多くの仲間達への支援
＝失業者への雇用と就労・自立支援のカンパ活動実施＝



思
わ
れ
ま
す
。
又
、
今
後
の
開
催
に
つ
い
て

も
14
会
場
中
10
会
場
か
ら
「
開
催
し
た
方
が

良
い
」
と
の
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
、「
多
重
債
務
相
談
」
と
い
う
ネ
ー
ミ

ン
グ
に
抵
抗
感
が
あ
る
と
い
う
ご
意
見
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

今
後
の
実
施
に
つ

い
て
は
未
定
で
す

が
、
現
在
の
不
況
下

で
益
々
深
刻
化
す
る

多
重
債
務
問
題
で
す
の
で
、
当
日
事
務
局
を

担
当
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
各
種
の
ご
意

見
を
参
考
に
、
関
係
機
関
と
相
談
の
上
、
よ

り
実
効
性
の
あ
る
相
談
会
を
企
画
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

長
野
県
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

７
月
12
日
（
日
）
に
労
働
金
庫
14
店
舗
を
会

場
に
、
多
重
債
務
問
題
の
専
門
家
で
あ
る
司

法
書
士
に
相
談
員
を
お
願
い
し
、
労
働
金
庫

と
各
地
区
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
協

力
の
下
に
、
多
重
債

務
（
無
料
）
相
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

信
濃
毎
日
新
聞
や

ロ
ー
カ
ル
紙
で
の
広

告
、
新
聞
折
込
、
チ

ラ
シ
配
布
等
で
周
知
を
図
っ
た
結
果
、
当
日

は
41
組
の
相
談
者
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

相
談
結
果
は
、
過
払
い
請
求
が
可
能
等
今

後
良
い
方
向
に
進
み
そ
う
な
ケ
ー
ス
が
70
％

以
上
あ
り
、
一
定
の
効
果
が
認
め
ら
れ
る
と

「
参
加
者
の
人
生
の
豊
か
さ
チ
ェ
ッ
ク
」
や
「
Ｓ

Ｗ
Ｏ
Ｔ
分
析
に
よ
る
組
織
の
強
み
・
弱
み
の
洗

い
出
し
」
な
ど
を
行
い
、
今
後
の
相
互
協
力
へ

の
力
強
い
内
容
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、
今
回
の
「
き
っ
か
け
」
を
も
と
に
、

労
福
協
関
係
者
が
具
体

的
に
い
く
つ
か
の
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
の
現
場
に
出
向

き
、「
知
る
・
聴
く
・
体
験

す
る
」こ
と
を
基
本
に
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

実
践
し
な
が
ら
、
お
互

い
の
理
解
・
連
携
を
深

め
て
ま
い
り
ま
す
。

７
月
27
日
、
長
野
市
の
「
サ
ン
ル
ー
ト
長
野
」

に
於
い
て
県
労
福
協
関
係
団
体
及
び
地
区
労
福

協
と
、
市
民
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
出
会
い

の
場
「
き
っ
か
け
・
気
づ
き
づ
く
り
」
の
場
と

位
置
づ
け
た
「
地
域
共
生
・
協
働
研
修
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
労
福
協
関
係
27
名
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係

14
名
の
方
が
参
加
し
、
基
調
講
演
や
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
行
い
な
が
ら
、
相
互
の
活
動
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

基
調
講
演
は
、
地
域
創
造
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ

ャ
パ
ン
常
務
理
事
の
田
中
尚
輝
氏
に
よ
り
「
地

域
共
生
・
協
働
と
は
」
と
題
し
た
内
容
で
講
演
い

た
だ
き
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
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全
国
的
に
厳
し
い
雇
用

情
勢
の
中
、
生
活
あ
ん
し

ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の

「
離
職
者
に
対
す
る
就
職
支

援
」（
就
職
相
談
・
就
職
指

導
・
就
職
セ
ミ
ナ
ー
）
な

ど
を
具
体
的
に
展
開
す
る

た
め
、
松
本
地
区
労
福
協

は
、
無
料
職
業
紹
介
事
業

の
厚
生
労
働
省
認
可
を
取

得
し
、
今
年
度
６
月
１
日

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

一
ヶ
月
の
求
職
相
談
者

新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
て
！

＝
地
域
共
生
・
協
働
研
修
会
開
催
＝

ジョブながの
ライフサポートセンター松本の
無料職業紹介事業がスタート

グループワーク参加者

は
約
１
０
０
人
、
求
人
企
業
は
約
50
社
で
し
た
。

現
在
、
年
間
80
人
の
就
職
決
定
者
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
は
、

上
伊
那
、
佐

久
、
長
野
、

上
田
地
区
の

労
福
協
が
無

料
職
業
紹
介

事
業
の
認
可

を
取
得
す
る

方
向
で
進
め

て
行
き
ま
す
。

松本無料職業紹介所

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
消
費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す

県
労
福
協
が
加
盟
し
て
い
る
長
野
県
消
団
連

で
は
、「
長
野
県
食
の
安
全
・
安
心
条
例
（
仮

称
）」
の
制
定
を
目
指
す
取
り
組
み
の
一
環
と

し
て
、
県
民
の
食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
消

費
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る

食
の
安
全
に
関
す
る
不
安
や
、
不
安
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
行
動
を
行
っ
て
い
る
か
な
ど
質
問

し
て
い
る
ほ
か
、
国
・
県
・
市
町
村
な
ど
へ
の

食
の
安
全
に
関
す
る
意
見
・
要
望
を
自
由
に
書

い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
と
共
に
、「
長
野
県
食
の

安
全
・
安
心
条
例
（
仮
称
）」
の
制
定
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し

て
い
ま
す
。

長
野
県
消
団
連
会
員
等
か
ら
集
約
さ
れ
た
ア

ン
ケ
ー
ト
は
、
県
消
団
連
事
務
局
が
ま
と
め
、

９
月
に
は
消
団
連
会
員
へ
報
告
す
る
と
と
も

に
、
県
や

県
議
会
、

マ
ス
コ
ミ

等
へ
情
報

提
供
す
る

な
ど
、「
食

の
安
全
・

安

心

条

例
」
の
制

定
に
向
け

て
活
用
し

て
い
き
ま

す
。
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【
事
例
①
】

《
な
ん
と
か
住
民
税
を
減
免
し
て
欲
し
い
》

68
歳
一
人
暮
ら
し
。
昨
年
仕
事
も
辞
め
収

入
が
な
い
の
に
住
民
税
の
納
付
書
が
き
た
。

な
ん
と
か
減
免
さ
れ
る
方
法
は
な
い
か
。

息
子
が
東
京
に
い
る
が
、
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
る
息
子
の
扶
養
に
な
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
か
。

４
年
前
に
夫
が
67
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、

当
時
入
院
費
用
が
１
ヶ
月
で
40
万
円
程
か
か

っ
た
。
こ
の
費
用
が
戻
る
制
度
が
あ
る
と
聞

い
た
が
、
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

【
回
答
】

住
民
税
は
、
前
年
の
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
、
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
に
納
め
る
税
金
。
現
在
退
職
し
収
入
が

無
く
て
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
年
金
の
収

入
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
減
免
措
置
の
対
象
に
は

な
ら
な
い
。

納
付
回
数
を
12
回
に
す
れ
ば
楽
に
な
る
の
で
、

市
町
村
役
場
の
窓
口
に
相
談
す
る
と
良
い
。

社
会
保
険
の
扶
養
者
と
な
る
に
は
、
直
系
尊

属
の
場
合
、
同
居
要
件
が
無
い
の
で
、
年
収
１

８
０
万
円
未
満
で
あ
れ
ば
可
能
で
あ
る
。
年
金

振
込
通
知
書
又
は
離
職
票
の
写
し
を
息
子
の
会

社
に
提
出
し
て
手
続
き
し
て
も
ら
う
と
良
い
。

入
院
費
用
の
件
は
、
高
額
療
養
費
の
対
象
に

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
請
求
に
は
２
年

間
と
い
う
時
効
が
あ
る
の
で
、
今
か
ら
申
請
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
納
税
の
猶
予
に
よ
っ
て
も
納
税
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
税

の
減
免
や
免
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
、
減
免
措
置
を
受
け
ら
れ
る
対
象

者
は
、
生
活
保
護
に
よ
る
扶
助
を
受
け
る
方
、
震

災
・
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
大
規
模
災
害
で
条
例
に
よ
り
定

め
ら
れ
た
災
害
被
災
者
な
ど
。
し
か
し
、
各
市
町
村
役
場
に

よ
っ
て
適
用
が
異
な
る
の
で
、
住
所
地
の
市
町
村
役
場
に
確

認
の
こ
と
。

な
お
、
減
免
は
、
納
期
限
の
過
ぎ
て
い
な
い
も
の
が
対
象
。

従
っ
て
、
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
対
象
に
な
ら
な
い
の
で

注
意
が
必
要
。高

額
療
養
費
に
限
ら
ず
、
保
険
料
の
徴
収
や
還

付
に
は
時
効
が
あ
る
。

失
効
ま
で
の
期
間
は
２
年
間
で
、
診
療
を
受
け

た
月
の
翌
月
１
日
か
ら
２
年
間
は
有
効
。
但
し
、

診
療
費
の
自
己
負
担
金
を
診
療
月
の
翌
月
以
降
に

支
払
っ
た
場
合
は
、
支
払
っ
た
翌
日
か
ら
２
年
間
と
な
る
。

な
お
、
市
町
村
に
よ
っ
て
は
療
養
月
か
ら
１
年
以
内
に
勧

奨
通
知
が
送
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
３
年

間
と
な
る
。

こ
の
期
間
を
過
ぎ
る
と
、
時
効
に
よ
っ
て
高
額
療
養
費
の

還
付
を
受
け
る
権
利
が
消
滅
す
る
の
で
、
手
続
き
が
分
か
ら

な
い
場
合
で
も
、
早
め
に
市
町
村
役
場
の
窓
口
（
国
民
健
康

保
険
課
等
）
に
相
談
を
す
る
こ
と
。

【
事
例
②
】

《
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
が
却
下
さ
れ

た
》昨

年
４
月
に
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申

請
を
し
た
が
、
１
年
近
く
経
っ
て
、
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
「
却
下
」
の
通
知
が
届
い
た
。

30
代
だ
が
仕
事
が
な
く
、
全
く
働
い
て
い

な
い
た
め
収
入
が
な
い
の
に
、「
所
得
確
認
が

取
れ
な
い
た
め
」
と
却
下
の
理
由
が
書
か
れ

て
い
た
が
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。

【
回
答
】

居
住
地
の
市
町
村
役
場
で
所
得
証
明
書
を
と

っ
て
、
免
除
申
請
を
や
り
直
し
た
方
が
良
い
。

前
回
は
所
得
証
明
書
が
未
添
付
の
た
め
却
下

さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」、
ま
た
、

退
職
（
失
業
）
に
よ
る
「
特
例
免
除
」
が
あ
る
。

①
全
額
免
除
制
度

申
請
者
本
人
と
扶
養
親
族
で
な
い
配
偶
者
や
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
、
次
の
計
算
式
に
よ
る
算
出
額
以
下
の
場
合
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
全
額
（
１
４
、４
１
０
円
）が
免
除
さ
れ
る
。

な
お
、
全
額
免
除
期
間
は
、
全
額
納
付
時
の
１
／
３
（
４
、

８
０
０
円
）
を
積
立
年
金
額
と
み
な
し
計
算
さ
れ
る
。

②
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
制
度

保
険
料
の
一
部
を
納
付
、
残
り
の
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

制
度
。

●
１
／
４
納
付
（
保
険
料
３
、
６
０
０
円
）

→

年
金
額
１
／
２
（
７
、
２
１
０
円
）。

●
１
／
２
納
付
（
保
険
料
７
、
２
１
０
円
）

→

年
金
額
２
／
３
（
９
、
６
１
０
円
）。

●
３
／
４
納
付
（
保
険
料
１
０
、
８
１
０
円
）

→

年
金
額
５
／
６
（
１
２
、
０
１
０
円
）。

●
世
帯
構
成
別
の
所
得
水
準
の
目
安
は
、
社
会
保
険
庁
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.sia
.g
o
.jp
/se
id
o
/g
o
zo
n
j-

i/g
o
zo
n
ji0
2
.h
tm

）
又
は
市
町
村
役
場
で
確
認
を
。

な
お
、
全
額
、
一
部
い
ず
れ
の
制
度
も
、
申
請
時
期
に
よ

っ
て
は
前
々
年
所
得
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

③
退
職
（
失
業
）
に
よ
る
特
例
免
除

申
請
す
る
年
度
又
は
前
年
度
に
お
い
て
退
職
（
失
業
）
の

事
実
が
あ
る
場
合
に
対
象
と
な
る
。

通
常
な
ら
①
に
よ
る
も
の
を
、
審
査
の
対
象
と
な
る
本
人

所
得
を
除
外
し
て
審
査
さ
れ
、更
に
、全
額
免
除
期
間
は
、全

額
納
付
時
の
１
／
２
を
積
立
年
金
額
と
み
な
し
計
算
さ
れ
る
。

申
請
手
続
き
は
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
に
併
せ

て
、
年
金
手
帳
又
は
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、
認
印
、

失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証
明
の
写

（
雇
用
保
険
受
給
者
資
格
者
証
、
離
職
票
等
）
を
用
意
し
て
、

住
民
票
の
あ
る
市
町
村
役
場
へ
提
出
す
る
。

保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け
ず
保
険
料
が
未
納
の
状
態

で
、
万
一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。

厳
し
い
社
会
情
勢
を
反
映
し
、「
収
入
が
な
い
」

「
収
入
が
激
減
し
た
」「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
生
活
で
き

な
い
」
と
い
う
切
実
な
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
保
険
料
を
払
え
な
い
ま
ま
に
放
置
し

て
お
い
て
は
、
将
来
、
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
こ

と
に
も
な
り
兼
ね
ま
せ
ん
。

こ
の
他
に
も
、
保
険
料
免
除
制
度
を
利
用
で
き

な
い
若
年
層
（
20
歳
台
）
の
た
め
に
、
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
、
保
険
料
の
後
払
い
が
で
き
る

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
や
、
学
生
に
対
す
る

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

と
に
か
く
住
民
登
録
を
し
て
い
る
市
町
村
役
場

の
国
民
年
金
担
当
窓
口
に
相
談
し
、
自
分
に
合
っ

た
手
続
き
を
取
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

お
困
り
の
方
は
早
め
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、
働
く
場
所
の

な
い
若
者
、
生
活
者
を
取
り
巻
く
環
境
の

厳
し
さ
が
、
払
い
た
く
て
も
払
え
な
い
住

民
税
や
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
の

相
談
と
し
て
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
号
は
当
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
相
談
員
の
山
口
正
人
特
定
社
会
保
険
労
務

士
の
相
談
事
例
か
ら
、
退
職
し
て
収
入
が
な
い
人
の
住
民
税
と
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
及

び
免
除
措
置
、
健
康
保
険
の
扶
養
と
高
額
療
養
費
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

山口正人特定

社会保険労務士

「
住
民
税
の
減
免
」

「
高
額
療
養
費
の
時
効
」

「
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
」

（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

く
ら
し
・
な
ん
で
も
相
談
〝
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
〞

毎
月
第
２
土
曜
日
は
、弁
護
士
・
司
法
書
士
・
特
定
社
会
保
険
労
務
士

な
ど
専
門
家
相
談
員
に
よ
る
相
談
日
で
す
。

ƒ

０
１
２
０
―
３
９
―
６
０
２
９
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山
な
み

8つ
1　　　2　　　3　　　4　　　5

A
 
 

B

 
 

C

 
 

D

●
官
製
は
が
き
に
答
え
を
書

い
て
県
労
福
協
へ（
宛
先
は

表
紙
に
あ
り
ま
す
。）

●
労
福
協
の
機
関
紙
に
対
す

る
意
見
・
要
望
を
何
か
一

言
。

●
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・

所
属
団
体
（
単
組
名
）
又
は

勤
務
先
を
忘
れ
ず
に
。

●
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

5
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

（
千
円
分
）を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

●
締
切
り
８
月
31
日

左
に
並
ん
だ
二
枚
の
絵
を
見
比
べ
て
違
っ
て
い
る
箇
所
を

8
つ
探
し
て
下
さ
い
。

日
頃
使
わ
な
い
脳
へ
の
刺
激
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト
の
応
募
方
法

当
選
者
（
5
名
・
敬
称
略
）

大
井
千
津
子
（
岡
谷
市
）

伊
藤
　
洋
一
（
伊
那
市
）

か
た
く
り
の
里
（
辰
野
町
）

原
山
　
武
久
（
長
野
市
）

片
桐
　
幸
子
（
松
本
市
）

前
回
の
正
解
は

（画：生協連　土屋英夫氏）

長野県労働者福祉協議会創立50周年記念長野県労働者福祉協議会創立50周年記念長野県労働者福祉協議会創立50周年記念

◆ロゴマーク愛称募集◆

官製ハガキに住所・氏名・年齢・電話番号・勤務先をご記入の上、ご応募下さい。
◆愛称募集◆

ぼ
く
の

　

名
前
を

　
　

つ
け
て
ネ
！

応募方法

2009 年８月31日（当日消印有効）　　※採用させていただいた方には、5,000 円の図書券を差し上げます。応募締切

　労福協のシンボルマークは「人」という漢字を

デザイン化したものです。中の輪には、人と人の

「和」を表しています。

　来年11月30日に創立50周年を迎えるにあたり、

さらに親しまれるよう可愛いロゴを作りました。

　今、愛称を募集しています。

長野県労福協ロゴマーク

政
権
選
択
の
熱
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

50
年
以
上
続
い
た
自
民
党
政
治
に
国
民
は
ど
の

よ
う
な
判
断
を
下
す
の
で
し
ょ
う
か
。

労
福
協
も
来
年
で
設
立
50
年
を
迎
え
ま
す
。

戦
後
、
衣
食
住
が
ま
ま
な
ら
ぬ
時
代
に
働
く
者

の
生
活
を
支
え
よ
う
と
始
ま
っ
た
労
福
協
運

動
。
当
時
労
働
組
合
の
組
織
率
は
40
％
、
今
は

20
％
を
下
回
り
、
労
働
者
も
３
人
に
一
人
は
非

正
規
雇
用
と
労
働
情
勢
も
大
き
く
変
わ
り
ま
し

た
。
旧
態
依
然
と
し
た
自
民
党
政
治
に
国
民
が

チ
ェ
ン
ジ
を
求
め
る
よ
う
に
、
労
福
協
活
動
も
、

時
代
に
合
っ
た
チ
ェ
ン
ジ
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。労

福
協
は
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
変
わ
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
先
ず
は
、
労
福
協
と

い
う
存
在
を
、
労
福
協
が
取
り
組
む
事
業
を
労

働
者
に
、
市
民
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
第
一

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

社
会
保
障
制
度
へ
の
不
安
、
昨
年
か
ら
の
不

況
の
中
、
多
く
の
労
働
者
、
国
民
は
不
安
な
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
に
希
望
の
持

て
な
い
若
者
の
肩
の
荷
を
少
し
で
も
軽
く
し
て

あ
げ
る
こ
と
は
出
来
な
い
も
の
か
・
・
・
。
行

政
ま
か
せ
で
は
な
く
、
自
ら
地
域
に
セ
ー
フ
テ

ィ
ー
ネ
ッ
ト
を
張
り
巡
ら
し
、「
支
え
あ
い
・

助
け
合
い
・
温
も
り
の
あ
る
社
会
」
を
作
っ
た

ら
、
将
来
へ
の
不
安
は
取
り
除
か
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
生
活
あ
ん
し
ん
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
の

展
開
は
、
労
福
協
の
使
命
。
一
人
で
も
多
く
の

人
に
安
心
を

届
け
る
た
め

に
更
に
熱
い

汗
を
か
き
ま

し
ょ
う
！（

青
）

伝統と歴史が息づく御柱
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